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新明解説

■今こそ定着促進の取り組みを
　人口減少社会であるわが国では企業の業績好調の
影響もあり，バブル期以来の人材不足状況が顕著と
なってきた。そのなかで企業は採用活動に注力する
とともに，生産性を高めて採用による新たな人材だ
けに頼らない対応方法も考えるべきである。
　労働生産性を高めるためには，社員の定着促進が
不可欠の活動となる。自社の業務プロセスや組織風
土に馴染んだ人材を，みすみす流出させてはいけな
い。離職率が高い企業は，それだけで生産性が低い
企業と考えられ，早急に改善策を考えて実施してい
かなければ，やがて大きな問題になりかねない。社
員に選ばれる企業になるべきである。
　これまで定着促進の取り組みを十分に行ってこな
かった企業にとっては，改善の余地が大きいともい
える。定着率が高まれば採用や育成にもいい効果が
表れて，各種の企業活動が効果的に行われるように
なり，生産性が高まり業績向上につながるだろう。
ゆえに人材定着が経営の質を高めるのである。
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